
第25図　茨城県内から出土した双耳杯

表4　茨城県内で出土した双耳杯

出土 遺 跡 点数 遺　 構 材　 質 時　　 期 備　　　　　 考

1・坂　 戸　 遺　 跡 1 遺構外 須 恵 器 9 世紀

2

3

4

5

浜　ノ　台 窯 跡 4 第 1号土坑

ク
第1 号住居跡

ク

須 恵 器

ク

ク

ク

9 世紀

ク

ク

ク

高台部及び双耳部欠損，竃内出土；墨書

一

6 一 本 木 遺 跡 2 遺構外 須 恵 器 9 世紀 転用硯の可能性有事 浜ノ台窯産か

7 下栗野方台遺跡 1 第 8 号住居跡 須 恵 器 9 世紀か

8

9

峯　 崎　 遺　 跡 2 第68号住居跡

ク

須 恵 轟

〃

9 世紀

ク

浜ノ台窯産か

10 下　り　松 遺 跡 1 第69号住居跡 須 恵 器 9 世紀中葉

11 下木有戸C 遺跡 1 第17号住居跡 須 恵 器 9 世紀

12 大 生 郷 遺 跡 1 第24号住居跡 須 恵 器 9 世紀

13 熊 の　山 遺 跡 1 遺構外 須 恵 器 不明
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2　双．耳杯について

双耳杯は県内でも出土例が少なく，確認できたのは13点である（表4，第25図）。出土している遺跡は，三

和町浜ノ台窯跡1），八千代町一本木遺跡2），千代川村下乗野方台遺跡3），結城市峯崎遺跡4），同市下り松遺跡5），関城町

下木有戸C遺跡6），水海道市大生郷遺跡7），つくば市熊の山遺跡8）である。特に，浜ノ台窯跡からは4点が出土して

おり，この地で生産されたものと思われる。2点が出土している第1号土坑は，二号窯の焼成後の不良品の捨

て場だったと考えられている。

双耳杯が出土した遺跡の分布については，出土総数13点のうち12点が県西部の鬼怒川流域から出土したもの

である。県東部から出土したのは坂戸遺跡が初めてであり，当遺跡は巴川流域の東側の台地上に位置している。

生産地については，県西部から出土しているものの多くは，三和町浜ノ台窯で生産されたものと考えられて

いるが，当遺跡出土のものは不明である。胎土分析等から，生産地が限定されることを期待したい。

器形ノについては，体部に把手がつくものと考えられるが，底部が欠損しているもの以外はすべて高台付杯で

ある。そしてその把手部に特徴が有り，当遺跡から出土した双耳杯は，把手の断面が扁平な四角形で，体部の

上半部についている。これと似た器形は，結城市の峯崎遺跡で1点みられるが，これ以外は断面形が円形また

は楕円形で先端が外反する牛角状のものが多いようである。

用途については，祭祀に関係するものとする説などが述べられているが，出土点数が少ないこともあり不明

と言わざるをえない。

県外では東北地方（山形県，宮城県，福島県）や南関東地方（東京都）などで若干出土しているようであり，

今後は周辺地域も含めた集成の必要があると思われる。
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